
  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
1  健康
(1)  概要

健康は人間活動の基盤であり,国民福祉の基礎的要件である｡

公衆衛生行政も単に従来の行政施策を踏襲するのみではなく,国民生活をめぐる諸事情の変化や保健需要
の多様化に対応し,地域に密着した保健サービスを提供するための新たな進展を図る必要がある｡

栄養素摂取量の年次推移

厚生白書（昭和57年版）
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
1  健康
(2)  地域保健

保健所,市町村保健センターの概要
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
1  健康
(3)  感染症対策

1) 概要

2) 組織

厚生白書（昭和57年版）



3) 予防接種健康被害救済制度

予防接種の実施に伴い,医師等の関係者に過失がない場合においても，極めてまれにではあるが不可避的
に異常な副反応がみられることにかんがみ,これらの健康被害者の救済のため,昭和51年6月に予防接種法
の改正により,法に基づく健康被害救済制度を設け,各種の給付を行ってきている｡

予防接種健康被害認定者数

厚生白書（昭和57年版）
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
1  健康
(4)  結核

結核患者は,年々減少しているが,今なお約7万人の新規患者が発生する最大の伝染病である｡このため診断
治療技術の進歩,まん延状況の変化に対応しつつ,健康診断,医療,患者管理等の予防対策を推進していく必
要がある｡
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
1  健康
(5)  検疫

国内に常在しない検疫伝染病(コレラ,ペスト,疫そう及び黄熱)が船舶,航空機を介して国内に侵入すること
を防止するため,船舶,航空機に対する検疫,申請に基づく検査,消毒等の業務及び港湾地域の衛生措置等を
行っている｡
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
1  健康
(6)  精神衛生

入院･外来別受療者の疾病別割合

厚生白書（昭和57年版）



精神病床数･入院患者数･措置患者数及び外来患者年間延数の年次推移
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
1  健康
(7)  難病対策

昭和47年に定められた｢難病対策要綱｣に基づいて,関係局課が各々の所管に応じて,体系的に種々の事業を
進めている｡
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
1  健康
(8)  原爆被爆者対策
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
2  医療保険
(1)  概要

我が国では,すべての国民が何らかの医療保険の対象となる国民皆保険の体制が,昭和36年4月より実施されている｡

医療保険制度を大きく分けると,被用者保険(被保険者は被用者自身であるが,この被用者に扶養される者も保険の対象である｡)と,
一般地域住民を対象とする地域保険とになる。

各種医療保険制度適用人員数

医療保険制度の現況

厚生白書（昭和57年版）



国民医寮費の動向

負担区分別医療費の年次推移

厚生白書（昭和57年版）



国民医寮費と老人医寮費の推移

老人医療費支給対象者とその他の者の診療諸率の対比

老人医療支給対象者加入割合の推移

厚生白書（昭和57年版）



老人医療費が占める割合の推移
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
2  医療保険
(2)  国民健康保険

国民健康保険年度別保険者数,世帯数,被保険者数

国民健康保険診療費の状況

厚生白書（昭和57年版）
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
2  医療保険
(3)  健康保険

健康保険(政府管掌)事業のしくみ

年度別の被保険者数と被扶養者数

厚生白書（昭和57年版）



平均標準報酬月額の推移

政府管掌健康保険の医療給付の状況

厚生白書（昭和57年版）



組合管掌健康保険の医療給付の状況

政府管掌健康保険財政状況

厚生白書（昭和57年版）



組合管掌健康保険収支状況
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
2  医療保険
(4)  日雇労働者健康保険

日雇労働者健康保険は,日雇労働者の業務外の事由による疾病,負傷,死亡又は分娩及びその被扶養者の疾
病,負傷,死亡又は分娩について保険給付を行うことにより,その生活の安定に寄与することを目的としてい
る。

日雇労働者健康保険の適用状況

日雇労働者健康保険財政状況

厚生白書（昭和57年版）



  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
2  医療保険
(5)  船員保険

船員保険は海上で働く船員を対象とした総合的社会保険(陸上の被用者を対象とする健康保険,厚生年金保
険,雇用保険及び労働者災害補償保険の各制度を包含した機能を有する制度)である。

船員保険の医療給付の状況
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
2  医療保険
(6)  社会保険診療報酬支払基金

社会保険診療報酬支払基金は,社会保険診療報酬支払基金法に基づき設立された特殊法人であり,保険者か
ら委託を受け,診療報酬の審査・支払を主な業務としている。

社会保険診療報酬支払基金業務状況
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(1)  概要

1)  医療施設

2)  医療関係者

厚生白書（昭和57年版）
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(2)  救急医療

1)  救急医療体制図

2)  救急医療情報システム(神奈川県の例)

厚生白書（昭和57年版）
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(3)  へき地医療

山村,離島等のへき地における地域住民の医療を確保するため,昭和31年度以来施策を推進している。
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(4)  専門医療対策

各種疾病に対しては,専門医療施設の体系的な整備を図ることが有効と考えられるので,従来から,がん診療
体制の整備のほか循環器病等についても施策の充実が図られている。 

1)  各種疾病に関する専門医療機関の整備

2)  腎移植体制等

厚生白書（昭和57年版）



3)  地方腎移植センター設置状況

厚生白書（昭和57年版）



4)  角膜移植登録体制

視力障害者のうち,角膜に原因があるものについては,亡くなった方から眼球(角膜)の提供を受け,角膜移植
手術を行い,視力の回復が図られている。

アイバンクは,死後に眼球の提供をしようとする人を登録し,手術を行う医療機関を結ぶ機関である。

眼球提供登録機関

厚生白書（昭和57年版）



  

厚生白書（昭和57年版）
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(5)  医療関係者

諸外国の医療関係者

就業形態別医師数

厚生白書（昭和57年版）



都道府県別医師数

都道府県別歯科医師数

厚生白書（昭和57年版）
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(6)  医療施設

諸外国の病院数及び病床種類別病床数

病院数・病床数及び患者数

厚生白書（昭和57年版）



都道府県別人口1万対一般病床数

諸外国の一般病院の病床利用率及び在院日数

厚生白書（昭和57年版）



病床の種類別平均在院日数
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(7)  国立病院と国立療養所
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(8)  医療金融公庫

医療金融公庫は,国民の健康な生活を確保するに足りる医療の適正な普及向上に資するため,私立の病院,診
療所等の設置及びその機能の向上に必要な長期,低利の資金を融資することを目的として,昭和35年7月に
設立されたものである。

これまで,公庫融資により医療関係施設が不足している地域等に新設された施設数は,病院2,814施設,診療
所14,157施設,その他の施設107施設であり,病院病床の増加数は29万床余に達する。また,質的な面でも施
設の不燃化や近代化,機能の充実向上が図られている。昭和56年度末貸付累計額は1兆212億円となってい
る。
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(9)  看護職員確保対策

看護職員の充足を図るため,昭和54年を初年度とする看護婦給計画に基づき,昭和60年末に約66万人の就業
者を確保することを目標に次の諸施策を推進している。
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
3  医療制度
(10）  医療情報システム

医療情報システムは,近年著しい進歩を遂げている情報処理技術を医療の分野に応用し,医療機関内,医療機
関相互,医療機関と患者との情報伝達処理の連携,迅速化を行い,医療の近代化を図るものである。この研究
開発は,地域医療,病院,医療情報サービスの3分野で進められている。
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
4  薬事
(1)  概要

薬務行政においては,薬事法その他の法令に基づき,医薬品,医薬部外品,化粧品及び医療用具に対する規制
を行い,その製造,販売等の適正を図っているほか,血液事業の推進,化学物質の審査,毒物劇物,麻薬,覚せい剤
等に関する取締り等を行っている。また,医薬分業の推進医薬品産業の健全な育成に努めている。

特に,医薬品については,近年その安全性及び有効性の確保が強く要請されており,そのための諸施策の充実
強化を図っている。

医療情報システム概要図

医薬品等の生産額
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
4  薬事
(2)  医薬品の有効性及び安全性の確保

医薬品,医薬部外品,化粧品,医療用具の製造,販売等に関し,薬事法に基づき所要の規制を行っている。

医薬品等の輸出入額

全国薬事関係業態数

厚生白書（昭和57年版）



1) 薬事法に基づく規制の仕組み

2) 副作用情報の収集

医薬品の副作用情報を収集し,これに基づいた適切な措置を講ずるため,モニター病院,モニター薬局を指定
し,副作用モニター制度を実施するとともに,医薬品製造業者等に副作用報告義務を課す等所要の措置を講
じている。

厚生白書（昭和57年版）



3) 医薬品の再評価

既承認医薬品について,現在の医学,薬学の水準に照らして,その有用性を評価するため,医薬品の再評価を
行っている。

医薬品再評価実施状況

厚生白書（昭和57年版）



4) 薬事監視

各都道府県に配置されている薬事監視員(毒物劇物監視員)が,医薬品,医薬部外品,化粧品及び医療用具(毒
物,劇物)の製造,販売等を行う施設等に対し指導監督を行っている。

薬事監視状況の推移

厚生白書（昭和57年版）



毒物劇物監視状況の推移
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
4  薬事
(3)  医薬分業

医薬分業とは,医療において,患者の診療は医師に,調剤は医師の処方せんに基づき薬剤師にと,「医」と
「薬」をそれぞれの専門家が分担して行うことにより国民医療の質的向上を図るための制度である。

医薬分業を推進するため,調剤センター等の基盤整備,指導者育成,国民に対する啓蒙普及等の施策を推進し
ている。

薬局数,保険薬局数及び処方せん発行枚数の推移

厚生白書（昭和57年版）
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指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
4  薬事
(4)  医薬品産業政策
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
4  薬事
(5)  医薬品副作用被害救済制度

医薬品の副作用による健康被害を受けた者に対し迅速な救済を行うため,医薬品副作用被害救済基金が昭
和54年に設立され,医薬品の製造業者等からの拠出金をもとに,健康被害者に対し,医療費,障害年金等の救
済給付が行われている。
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厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
4  薬事
(6)  血液事業

血液製剤の供給確保については,献血によって行うこととし,全国的に献血受入体制の整備と献血思想の普
及等の措置を講じている。

献血者数の推移

厚生白書（昭和57年版）



血液製剤の供給状況

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
4  薬事
(7)  麻薬・覚せい剤等

全国に配置された地区麻薬取締官事務所及び都道府県を通じ,啓発活動,立入検査,違反の取締り等の麻薬・
覚せい剤等対策を総合的に推進している。

麻薬関係立入検査状況の推移

厚生白書（昭和57年版）



覚せい剤関係立入検査状況の推移

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(1)  水道の概要

清浄にして豊富低廉な水の供給を確保するため,水道についての基本的な制度が水道法に定められてい
る。

事業数等の推移

厚生白書（昭和57年版）



水道の水量の経年変化

給水人口の推移

水道建設事業費の推移

厚生白書（昭和57年版）



  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(2)  水道の広域的な整備

水道をとりまく諸問題の解決策として,水道の広域的整備が進められており,昭和52年の水道法の改正によ
り,広域的水道整備計画に関する規定が盛り込まれた。

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(3)  水道の維持管理

水道の面的整備が一応の水準(普及率91.5%)に達した今日,安全な水道水の安定的供給に対する社会的要請
が強くなってきているが,これに対応するため水道の維持管理を強化している。

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(4)  水源の確保

水道水需要は,今後とも増加すると見込まれるため,ダム等の建設を進めるとともに,新しい水源開発を進め
る必要がある。

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(5)  廃棄物処理の概要

廃棄物の第一次的な処理責任は,一般廃棄物については市町村に,産業廃棄物については事業者にある。

廃棄物の種類とその処理責任

ごみ処理の推移

厚生白書（昭和57年版）



し尿処理の推移

産業廃棄物の処理状況(昭和50年度,万t/年)と産業廃棄物処理施設の設置状況(昭和56年4月1日現在)

厚生白書（昭和57年版）



  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(6)  廃棄物の適正処理対策

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(7)  廃棄物処理施設整備計画

廃棄物処理施設の緊急かつ計画的な整備を引き続き行うため,廃棄物処理施設整備緊急措置法に基づき,第
5次廃棄物処理施設整備計画が策定された。

第5次廃棄物処理施設整備計画

〔昭56,11,27,閣議決定〕

1 事業の実施の目標

廃棄物の衛生処理を確保するため,廃棄物の資源化,減量化を推進するとともに,環境の保全に配慮しつつ,
適切な処理施設,最終処分場等の整備を促進する。

2 事業の量

(1) 昭和56年度から昭和60年度までに実施すべき廃棄物処理施設の投資規模を次のとおり予定する。 総
額 1兆7,600億円

一般廃棄物処理施設 1兆5,530億円

産業廃棄物処理施設 1,170億円

調整費 900億円

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(8)  廃棄物の広域処分

大都市圏における最終処分場の確保難に対処するため,地方公共団体が共同で建設し,利用する最終処分場
を海面に求める計画(フェニックス計画)が進められている。

(1) 広域最終処分場計画の背景

(2) 広域臨海環境整備センター法の概要

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(9)  環境衛生行政の概要

環境衛生行政は,人を取り巻く生活環境の衛生水準を向上させることにより,人の健康を確保し,更には快適
な生活環境を創り出すための施策を行うものである。

このため,多種多様な食品や添加物による食生活の安全を確保するため,規格基準の設定,監視指導,輸入食
品の検査等を行うとともに,化学物質を用いた家庭用品の安全性の確保を図るために必要な規制を行う等
の施策を推進している。

また,理容業,美容業,旅館業等の環境衛生関係営業について衛生水準の向上と経営の近代化を図るための指
導育成を行っているほか,建築物の衛生確保,食肉の安全を確保するためのと畜検査,狂犬病の予防対策等も
行っている。

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(10）  食品衛生

食品等の安全性を確保するために,食品衛生法に基づき,食品,添加物,器具及び容器包装の規格基準の設定,
食品衛生監視員による監視及び指導,食品衛生管理者による自主的管理体制の整備等所要の施策が推進さ
れている。

食品衛生行政の概要

厚生白書（昭和57年版）



食中毒の発生状況

食中毒の病因物質としては,細菌(767件,69.2%)が最も多く,その内訳は腸炎ビブリオ(322件,29.1%),ぶとう
球菌(243件,21.9%)等となっている。次いでふぐなどの自然毒(86件,7.8%)である。病因食品としては,魚
介類(270件,24.4%),穀類及びその加工品(112件,10.1%),複合調理食品(88件,7.9%)の順となっている。ま
た,原因施設は,飲食店(333件,30.1%),家庭(228件,20.6%),旅館(134件,12.1%)の順となっている。

食品等の安全確保

厚生白書（昭和57年版）



  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(11)  環境衛生関係営業

旅館業,理･美容業,飲食店営業等の環境衛生関係営業における衛生水準を確保するため,各個別法令により
衛生確保のための措置基準等を定めるとともに,営業の許可,届出,立入検査等を行っており,特に,理･美容
業,クリーニング営業については,その業務の性格上一定の公衆衛生に関する知識,技能を有する者によって
適正なサービスの提供が行われるよう従業者について免許資格制度を設けている｡

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(12)  環境衛生金融公庫

環境衛生金融公庫は,公衆衛生の見地から国民の日常生活に密接な関係のある飲食店等の環環衛生関係の
営業について,衛生水準を高め,及び近代化を促進するための資金について融資するために昭和42年8月に
設立されたものであり,これまでの貸付総額は2兆772億円(昭和56年度末現在累計)に至っている｡

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(13)  家庭用品の安全確保

上着,下着,くつ下等の繊維製品,洗浄剤,エアゾール製品などの家庭用品に含まれる化学物質による健康被
害を防止するため｢有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律｣に基づき,有害物質を指定し,さらに
有害物質を含有する家庭用品についてその含有量等の規制基準を設定し,家庭用品の安全性の確保を図っ
ている｡

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）



  

指標編
第1部  厚生行政の現在の姿
Ⅲ  保健医療及び生活環境
5  生活環境
(14)  建築物における環境衛生の確保

建築物の衛生面における維持管理対策は,昭和45年5月に制定された｢建築物における衛生的環境の確保に
関する法律｣に基づいて行われている｡

  

(C)COPYRIGHT Ministry of Health , Labour and Welfare

厚生白書（昭和57年版）




